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『福島民報』・『福島民友』新聞が

ご覧いただけます。

福島県の「ふるさとふくしま帰還支援事

業」により、『福島民報』と『福島民友』の２

紙が寄贈されています。

福島から避難されている方々に地元福島

の情報をお届けするとともに、ふるさとと

の繋がりを維持していただくため、週２回

届きます。

寄贈期間は平成25年4月～平成26年3月

31日（木）までの予定です。

開館時間中はいつでもご覧いただけます

ので、お気軽にご利用ください。

（今月以外の過去の新聞については、カ

ウンターにお声がけください）

赤ちゃんに絵本は早い？

「１歳にもならない赤ちゃんに絵本は早くな

いですか？」と質問されることがあります。
でも、絵本を読んであげるとジッと見入る子
や、手を伸ばしてページを触ろうとする子な
ど、赤ちゃんの数だけそれぞれ違う反応があ
ります。

言葉は理解できていなくても、目や耳や全身

で何かを感じとっているのではないでしょう

か。
１冊全部読み切れなくても大丈夫。
一語一句もれなく読まなくても、赤ちゃんが
気に入っているページを繰り返し読んであげ
たり、ページをめくろうとするのも本を読む
のに必要な技のひとつとして、ページをめく
る楽しみを温かく見守ってあげてくださいね。

休館のお知らせ

期間中の本の返却は【返却ポスト】をご利用ください。ただし下記の
資料は開館時にカウンターに返却をお願いします。

ご不便・ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いいたします。

今年の標語は 『本と旅する 本を旅する』 です。

読書も旅も非日常の体験、ほんわ館から気に入った１冊を選んで

本の世界の旅に出ませんか。この旅は、休暇を取らなくても何時でも始められます。

11月11日(月)～11月18日(月)

蔵書点検のため休館となります

読書週間が始まりました！



『フード・ルール』

【著者】 ﾏｲｹﾙ･ﾎﾟｰﾗﾝ

【出版社】 東洋経済新報

『13歳からの家事のきほん46』

【著者】 ｱﾝﾄﾗﾑ栢木利美

【出版社】 海竜社

『なにを食べたらいいの？』

【著者】 安部 司

【出版社】 新潮社

『子どもを生活習慣病にしない食卓』

【著者】 北川 博敏

【出版社】 主婦の友社

『食育とマナー』今月のおすすめコーナー

是非手にとって「きっかけ」にしてもらえれば

と思います。≪♪他にも多数ご用意しています

『生活マナーとお手伝い』

【著者】 ﾏﾅｰ教育ｻﾎﾟｰﾄ協力

【出版社】 ﾄﾞﾚﾐﾌｧ

秋になり食べ物の美味しい季節となりました。

でも皆さん！！その食事、その食べ方で大丈夫ですか？！

安全で安心な子供達の生きる力のつく食事、そして箸の持ち方や

使い方を見直してみるのはいかがでしょうか！

●『「すっごく心細い」がピタリとやむ！』
竹内 成彦/著、すばる舎/出版

●『原敬の大正』
松本 健一/著、毎日新聞社/出版

●『「機会不均等」論』
橘木 俊詔/著、PHP出版/出版

●『絶好腸!!』
藤田 紘一郎/著、清流出版/出版

●『毎日の台所』
松村 眞由子/著、池田書店/出版

●『カラーリーフ』
中野 嘉明/著、農山漁村文化協会/
出版

●『祈りの幕が下りる時』
東野 圭吾/著、講談社/出版

●『魔女がまちにやってきた』

村上 勉/作、偕成社/出版

●『ふしぎなタネやさん』

みやにし たつや/作絵、金の星社/出版

●『世界の海賊大図鑑1』

森村 宗冬/著、ミネルヴァ書房/出版

●『わくわくおべんとう』

おおで ゆかこ/絵、福田 淳子/レシピ

監修、河出書房新社/出版

『さみしかった本』

クリス・シーバン/絵

ケイト・バーンハイマー/文

岩崎書店/出版

たくさんの子ども達に読まれた

図書館の本は、古ぼけてしまう

とだれにも読まれず、さみしくて

たまりません。でもある日女の

子が、その本と出会いました。

ほんわ館も、そんな本たちが

みなさんを待っています。

《一般書》

そろそろこたつが恋しい

季節になりましたね。

好きな本を読んで、ほっこり

暖まりましょう♪

《児童書》

ぼくもいれて･･･

《ここに掲載されている本は一部です》




